
□ 全国へき地教育研究大会長野大会・10校の実践報告よりｔｈ

事例 学校名 研究主題
A 野沢温泉村立野沢温泉小学校 ゆた 学 を創造 子 教師～ ・ ・ 主体的 働き ，学 合う学園～
B 野沢温泉村立野沢温泉中学校 ゆた 学 を創造 子 教師～ ・ ・ 主体的 働き ，学 合う学園～

④ C 長野市立鬼無里小学校・中学校 わ 自己 学 ・生き方を決～鬼無里 学 鬼無里 学 ～
⑤ D 大町市立美麻小中学校 協働 学 質を高～９年間 学 自律 た学習者 育成～
⑥ E 塩尻市辰野町中学校組合立両小野中学校 さ た 里 を知 ，共 愛 ，た 里 貢献 き 生徒 育成

F 辰野町塩尻市小学校組合立両小野小学校 さ た 里 生き，地域 共伸 ゆく子 育成
G 北相木村立北相木小学校 自然や人 主体的 わ ，学 喜 を感 合え 子 育成

⑩ H 南牧村立南牧中学校 自分 考えを ち，高 合う生徒 育成～豊 表現 学 を目指 ～
⑪ I 伊那市立新山小学校 人 関わ を広 た 深 た 力を育 指導・支援 あ 方
⑫ J 飯田市立上村小学校 豊 見方・考え方を ち，学 合い高 合う子 を育成 指導・支援 うあ たい

事例 ～⑫



 

 

 

 

 

 

 

 

 Today’s Goal: 互い 見合 た ，動画を見直した し ， 年生 楽し え う ，絵本

方を工夫し う。 

Today’s Point: 大事 言葉を  相手 顔を見 わ た 繰 返  

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６学年 ，異学年 年生 自作 英語絵本を 聞 せ こ を単元 目標 し， 年生 伝わ

う 年生 楽し う いう，目的や相手意識を大 した外国語活動 取 組 。 

 

単元 流れ 

 

主 学習活動 

・異学年合同 学び 

・自律した個 学び 

・遠隔合同 学び 

 

授業時数 

絵本や英語 表現  

出会う 

表現 慣 親し  

年生を意識し 内容 

や伝え方を工夫  

実際 発表を  

前置詞 意味や言い方を知 ，

ーム を通 慣 親し 。 
自立した個 学び 

～  

Where’s  Spot? 話を聞い ，

内容や面白さを理解し，動物や場

所をア ン した絵本を作 。 

異学年を意識し  

～６ 

聞 せ 練習や工夫を 。 異学年を意識し  ～９ 

年生 聞 せを 。 異学年合同 学び 10 

 

 

 

 

 

 

 

小学校 

        

６年 

√
 

√
 

√
 

写真 ：自分たち 作 た絵本

聞 せ方 い ，

グ ープ 話し合う児童 

√
 

異学年合同 学び 自律した個 学び 

写真 ：互い グ ープ 聞

せを聞 合い， 方

い 助言し合う児童 

遠隔合同 学び 

Where’s Spot? お話を作って 年生に読み聞かせ う 

写真 ：単元 終 ，工夫し

た 方 年生

聞 せをし い 児童 

野沢温泉村立 

野沢温泉小学校 

実践スタイル 異学年と 交流を目指し，相手意識をもって活動を工夫す 取 組み 

本時 らい 

主に活用した教材・コン ン ・ICT機器等とそ らい 

教材等 

らい 

英語 絵本 Where’s  Spot? 
タ ット端 録画用  

 

△△△△△

△

△
△
△

繰 返し 表現 ストー ー 理解しや い。作成 絵本 。 

録画した自分たち 方を，客観的 振 返 ，改善点を見 。 

学習者 ユニ とそ 意図 

 

 

写真

  

 

写真

全国へき地教育研究大会長野大会 事例  



野沢温泉学園 英語学習 こ 園 英語あそび ，小学校 外国語活動 ，中学校 外国語

総称 ，幼保小中一貫 カ ュラム あ ，異校種や異学年 子 たち 合同 学ぶ機会

年間計画 位置付い い 。子 たち ，年間数回，異校種や異学年 子 英語を使 た活動

取 組 い 。 

今回 ６年生 授業 ，単元 終 年生 自作 英語絵本を 聞 せ こ を Lesson 

Goal し 設定した。ALT 聞 せを し 提示 ，ALT 同 う 自分たち 年

生へ 聞 せ たい気持ちや， 年生 絵本を楽し ほしい気持ち ６年生 中 高ま た。 

本時 ま Today’s Goal を 年生 楽し え う ， 方を工夫し う 設定し，

そ た イントを出し合 た。 話 分 た ま い く簡単 英語 し

う 聞こえ い い い 大 声 や う 反応を見 わ そう た う一回ゆ

く 言う 児童 発言を ，Today’s Point し 大事 言葉を 相手 顔を見

共有さ た。 

グ ープ 意見交換 写真 ，実際 や ， ント 出し方や，絵を隠し あ 紙

まく 方 い 練習 主 ，ま 方 工夫 至 い い姿 多 た。 

互い グ ープを見 ア イスをし合う場面 写真 ，見 いたグ ープ 絵本 ほう

見 い タコ 足 こ 何 言 た ？ ，Today’s Point 沿 た意見 出さ

た。意見を たグ ープ ， 脚 数 伝わ た。eight ゆ く 言 う。本番

年生 聞い う し。 や 顔を見 い い ，伝わ た う わ い 他

グ ープ 意見を 方 工夫を具体的 し いく姿 見 た。 

 授業 いを明確 た ，Today’s Goal Today’s Point 設定さ ，そ 本当 子

課題 問い ，や 実際 英語を使 他者 や 取 を こ 必要 あ 。

上記 姿 う ，多く 児童 ，他 グ ープ ア イスを ，初 相手 意識

向 ， 年生 楽し う ， う いい ， 追究 始ま た 考え 。 

 

 

評価 観点 Today’s Point を観点 し ，Today’s Goal 達成さ た 評価 。 

具体的変容 
Today’s Point 大事 言葉を 沿 たア イスを ， 年生 楽し

え う いう Today’s Goal 達成 た ，タコ 足 数 three を

ゆ く う ， 方 工夫を 姿 見 た。 

 

 

 

公開授業 翌週，実際 年生へ 聞 せを行 た場面 写真 ，６年生 年生をやさ

しく思いや 絵本 聞 せ い 姿 見 た。何度 練習を繰 返した６年生 ，英文

スラスラ言え う い ，早口 一方的 発表 う こ く，し

年生 笑顔を見 ，反応を確認し 聞 せ いた。 年生 表情 曇 た ，ゆ く ，

数や場所，動物 名前 を繰 返した ， ス ャー 伝え う した し ，相手 応 た

方 工夫を こ た。 

児童生徒 学び 異学年合同 学びに せて  

活用効果 アセスメン  

実践 手応え エビ ンス  



 

 

 

 

 

 

 

 

 観光，福祉，防災，生活，農業，自然 ６ 観点 ，野沢温泉村を 良く た 手段を提

案 場面 ，村議会議員 方々 自分 アイ アを発表し検討 こ を通し ，提案 根拠を

たせ た 今後 調査活動 い 見通しを こ 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 観光，福祉，防災，生活，農業，自然 ６ 観点 い 村 課題を伺い ， ～ 名 グ

ープ ，村 課題を共有し 調査を行う う した。文化祭 プ ゼンテーション 自分たち

考えを提案し，そ を村議会議員 方々 聞い いた くこ した。 

 

単元 流れ 

 

主 学習活動 

・異学年合同 学び 

・自律した個 学び 

・遠隔合同 学び 

 

授業時数 

村 課題 い ，自分

たち アイ アを提

案し いこう 

議会 議論さ い 内容や行わ

い 事業を，村議会議員 直

接，教え いた く。 

地域 方 学び  

村 課題 い 調 たいテーマ

を絞 込 ，役場や村内 イン

タビューや調査活動を行う。 

地域 方 学び 12 

調査活動をプ ゼンテーション

ま ，文化祭 発表 。 

自律した個 学び    

再び村議会議員 方々 来 いた

６ 課題 対 提案を発

表 。 

地域 方 学び    

提案を裏付 内容や根拠を確

た ，調査等を行う。 

自律した個 学び 10 

中学校 

        

３年 

√
 

√
 

√
 

異学年合同 学び 遠隔合同 学び 

ふ さと野沢温泉 未来 

実践スタイル 議会議員 方々に来ていた き， へ 提案を いも にし う 

本時 らい 

主に活用した教材・コン ン ・ICT機器等とそ らい 

教材等 

らい 

プ クター，PC，こ ま ま た提案 プ ゼンテーション 

村議会議員 名 

 

△△△△△

△

△
△
△

学習者 ユニ とそ 意図 

野沢温泉村立 

野沢温泉中学校 

観光，福祉，防災，生活，農業，自然 い ，村 課題を伺 た村議会議員

方々 来 いた ，自分たち アイ アを分 や く提案 う 。 

 

△△△△△

△

△
△
△

√
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本時 時間 ， 観光 福祉 生活 グ ープ 絞 込 議員 方 提案を行 た。 

ま 観光 グ ープ ，村 税収 あ 自主財源 割程度 いこ 着目し，村 現在

財産を活用した 財産収入→夏 ス ー場 収入を増や アイ アを 提案した。 目 頂上

付近 上ノ 飲食や滞在 可能 テラス を作 こ ， 目 そ をさ 活用した 星空

アー を実施 こ あ 。 

議員 方 税収入や支出 現状，思い 新しいゴン ラを設置 こ したこ を 話し

いた ，教師 グ ープを問わ 質問 い 生徒 聞いた。 テラスを作 ス ース あ

？ 質問 出 ，議員 ゴン ラ到着駅付近，今 テ ビ塔 あ こ ，村長 360ま

見渡せ テラスを作 たい 考え い う 。さ 生徒 夏 期間 利用 ，宣伝 必

要 思う 何 考え い ？ 質問 出 ，議員 竹 子ま ，新しいイベント

増え い 。他 い い アイ ア あ た ，提案し ほしい 話いた いた。 

他 福祉 グ ープ ，資金調達 た クラ ･フ ン ング を行うこ ， 生活

グ ープ ，村 若者住宅へ 入居希望 倍以上 希望 あ ，希望し 住 こ い人

い こ い ， 空 家 フォーム 補助を出 こ を提案した。 

議員 方々 ，議員 高齢化問題 触 ，若い中学生 こうした課題 関心を ち，新鮮

アイ アを提案し うこ あ たい ，こ 続 ほしい， 話いた いた。 

 

 

 

 

 議員 何度 意見交換した ，提案 た したこ ，議員 新た 視点 課題 克

服を考え こ ，中学生 村 対し 自分 そう こ を主体的 考え 意欲を高 こ

こ た 考え 。 

評価 観点 
自分たち 考えた村 課題へ 提案 い ，現状を踏まえ 議員 意見交換を

中 ， 具体的 アイ ア し 練 上 こ た 。 

具体的変容 
現状を熟知し い 議員 意見交換 中 ，実現 た 場所，資金，財産

現状を確認し，今後 調査活動へ 見通し 意欲を高 こ た。 

   

写真 ：税収を増や た ，山頂

テラス を作 こ ，星

空 アー 実施を提案。 

児童生徒 学び 地域 型と 学びに せて  

活用効果 アセスメン  

実践 手応え エビ ンス  

写真 ：提案 対し 税 収支 説

明 ，提案 対し 参考

したい， 返答した議員。 

写真 ：質疑応答や意見交換 続い

た後，今後 調査活動 見

通しを語 生徒。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 交流活動を通し ，児童，生徒 野沢温泉学園 一員 あ こ を改 認識し，一 活動や一

テーマ い 話し合うこ ，学園内 子 を高 ，絆を深 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小 年 ， ト ック 活動的 音楽教育 を行うこ ，好 嫌いや性別，固定的 人間関

係 異 グ ープを作成し，主体的 関わ 姿勢を培う。 

 小 小６ た時 小 し 入学し く 年少 交流活動を行うこ ，小 ャップ

克服を い ， ー ー し 成長し いく意欲を培う。 

 小 ～６年 児童会を中心 ，中 ～中 年 生徒会を中心 活動を行い，異学年 関わ 中

自分 あ 方を考え，関わ ，行動し う 姿勢を育 。 

 

単元 流れ 

 

主 学習活動 

・異学年合同 学び 

・自律した個 学び 

・遠隔合同 学び 

 

授業時数 

ト ックを楽し う 

小 ，小  

音楽や歌 ンスや表現活動を行

い， 多く 生徒 関わ 。 

異学年合同 学び  

夏祭  

小 ，年少 

小 用意した 射的 ーム 魚

釣 楽しく交流 。 

異学年合同 学び  

小中合同集会 学園

本柱 を考え う 

第 回小中合同集会 ，昨年 学

園ス ーガン を具現化 た

学園 本柱 作成 提案。 

異学年合同 学び  

第 回小中合同集会 ，交流活動

をし ， 学園 し 大 し

たいこ を考え 。 

異学年合同 学び  

第 回小中合同集会 ，交流し

学園 本柱 を決 出 。 

異学年合同 学び  

小中学校 

        
小 と小２，年少と小３ 

小４～小６と中 ～中３ 

√
 

√
 

√
 

√
 

自律した個 学び 遠隔合同 学び 

異学年合同授業，交流活動 

Ｒ 第２回小中合同集会 

実践スタイル 異学年と 交流活動 ワ クシ プ，話し合い  

本時 らい 

主に活用した教材・コン ン ・ICT機器等とそ らい 

教材等 

らい 

ト ック 小 合同  夏祭 小 ，年少合同 

小中合同集会 ーパータワー，学園 本柱 く 小 ～６，中 ～  

 

△△△△△

△

△
△
△

発達段階 沿 た共通 活動を仕組 こ ，楽し 自然 交流を行い，

互い 顔を知 た ，価値観を共有した こ 。 

 

△△△△△

△

△
△
△

学習者 ユニ とそ 意図 

野沢温泉村立 

野沢温泉小中学校 

全国へき地教育研究大会長野大会 事例  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小 ～６年，中 ～ 年 小中合同集会 ，最初 小学校 児童会 中心 ， ーパー

タワー 活動 行わ た。異学年 縦割 グ ープを作 ，児童会役員 紙を折

いい ， こ や接着 し い い 時間内 ，一番高いタワーを作 こ た班 勝ち

説明をし，活動 入 た。最初 中学生 ー こ 多く， こう折 積 … 提

案 こ 多 た ，小学生 慣 く 自分 アイ アを提案 姿 見

う い た。 

 次 中学校 生徒会 中心 同 グ ープ ， 学園 本柱 作成 向 学園 し

私たち 大 したいこ を話し合 た。事前 アン ートを配 ，最初 自分 考えを付

箋 書い 模造紙 貼 ， ーパータワー を行 た班 中 発表し合 た。そ 後 学園 本

柱 を，こ 園 園児 分 言葉 考え う， 生徒会役員 提案 あ ，班 話し合

た。中学生 知性 提案 ，小学 年生 知性 ー ？ 素直 反応 あ ， 勉

強 こ 中学生 分 や く教え う 姿 見 た。 

 交流活動を通し ， ー を ー ー 姿 後輩 学ぶこ あ た ，後輩 ー ー 気

付 い視点 指摘を こ あ ，先輩 相手意識を こ 大 さ 学 ，結果 し

自分 物事 対 見方や考え方を見 直した 姿 見 こ た。 

 

 

 

 

 

 時間目 普段 活動 延長 し ， ニット 活動を行 た。こ 園 小学校 学年ま

，楽し 活動した 関わ を増やした こ 大 あ ，小学校高学年 中学校

，広い発達段階 共有 課題設定を教師 適 こ ，活動を充実させ こ ，さ

個々 学び 考え 。 

評価 観点 
交流集会や合同集会を通し ，普段 学年 枠や関係性 を超え ， 多く 友

主体的 活動 取 組 ，新た 発想や新た 視点を こ た 。 

具体的変容 
他者 視点 考え こ や他者 関わ を行う中 ，単 上級生 級生を ー

く，自分 見方や考え方を改 見 直 姿 見 た。 

   

児童生徒 学び 異学年合同 学びに せて  

活用効果 アセスメン  

実践 手応え エビ ンス  

写真 ：小 ， 年 ト ック

を楽し ，多く 児童

関わ 姿。 

写真 ：小 ー ー ，

年少 楽し ， ーム

をし 交流 姿。 

写真 ：小 ～小６ 小中合同集会

，児童会主催 ーパータ

ワーをし 交流 姿。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 旅 駅 イベント企画 を提案し，内容を練 上 いく場面 ， 活性化へ 貢献 観光客

立場 自分たち 学び 観点 ，地域 大人 話し合うこ を通し ，目的や意義を再確認し， ふ

さ 鬼無里 将来 思いを寄せ イベントや活性化へ 意欲を高 こ 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中学生 考えた企画を提案し，地域 大人 意見や助言をいた ，企画内容を練 上

いく。途中 ， 大人 旅 駅 を将来的 鬼無里 中心 したい 考え い 旅 駅 を 道

駅 し ， 充実させたい 思 い いう大人 思い 露さ ，そ を聞いた生徒たち ，

目先 イベント く， ふ さ 鬼無里 将来像 ま 目を向 いく姿を う。また， 中

学生 大人 旅 駅 注目し，期待を寄せ い いう 共通 思い や 地域 大人

気付 ，イベントや活性化へ 意欲をさ 高 いく姿 目指 。 

単元 流れ 主 学習活動 ・異学年合同 学び 授業時数 

ふ さ 鬼無里 未

来を想う 第二章  

企画内容 検討 

企画書 作成 

大人へ 提案 

企画内容 練 上  

イベント 準備 

イベント本番 

総務 スタンプラ ー ふ まい

＆体験コー ー 係 分

，企画内容を決 し いく。 

異学年 わ を

通した学び 

時間 

企画書を作成し，全体 検討した

後 ， 旅 駅 関わ 地域 大

人 提案 。大人 意見や助

言をいた ，練 上 。 

異学年 友や地域 大

人 わ を通

した学び 

時間 

友 協働し イベント 準備を

。 

異学年 わ を

通した学び 

６時間 

当日，大人 協力を得 ，県

内外 観光客 向 ＰＲした

，インタビューした 。 

異学年 友や地域 大

人 わ を通

した学び 

日 

学習者 ユニ とそ 意図 

中学校 

        

全校 

√
 

√
 

√
 

√
 

異学年合同 学び 自律した個 学び 遠隔合同 学び 

ふ さと鬼無里 未来を想う 第二章 

実践スタイル 全校 ，地域 大人と共に鬼無里活性化プロ ク を動かす。 

本時 らい 

主に活用した教材・コン ン ・ICT機器等とそ らい 

教材等 

らい 

人材 し ， 旅 駅 関係 地域 大人，長野市役所鬼無里支所長，昨年

度 わ あ 埼玉県在住 大人。 

 

△△△△△

△

△
△
△

大人 見方 考え方，生 様 ふ こ を通し ，生徒 自分 見方 考え方

を広 た 深 た こ う 。 

 

△△△△△

△

△
△
△

長野市立 

鬼無里中学校 

全国へき地教育研究大会長野大会 事例④ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総務係 さ ，イベント 全体を見渡し ，一人一人 動線を考えた ，散策マップ 手渡

し方 質問内容や PR イント等 を友 検討した し た。前時を終えた日 生活記録 ， 金曜

日 話し合い 楽し 綴 いた。本時， さ ，企画書を何度 見直し ，話を聞く

こ や助言を こ 終始し いた ，途中 手を挙 ， く い 客さ 来

質問した。こ さ 質問 ，伊藤さ や久保田さ 次々 意見を述 い

た。そ 中 小野さ ， 白馬へ抜 道 し 通過 人 多い。こ 通過 人たちを う取

込 。取 込 こ 鬼無里を知 え いう話 さ 何度 う い いた。また，

伊藤さ 僕たち大人 旅 駅 を鬼無里 暮 人たち 生活 中心的 場所 したいし，

生ま 育 た鬼無里を誇 思 ほしい いう気持ち あ いう話をした ， さ

真剣 表情 う い いた。グ ープ 話し合いを終え ，教師 さ 大人 見方や考え方

ふ う した 尋 ， 来 く 観光客 く，生活 中 旅 駅を使 い 人

を う まえ いく 答えた。 さ 小野さ や伊藤さ 思い ふ ， 生活 中 旅 駅を

使 い 人 対し いう見方， 鬼無里 実態を 知 たい いう必要感を得た あ 。 

 

 

評価 観点 目的や意義を明確 し ，大人 話し合いを深 ，企画や活性化へ 意欲を高

こ た ，学習カー 記述や発言， ぶや 評価 。 

具体的変容 
Ｋさ 学習カー ， 地域 人 意識 高 い い 鬼無里 活性化

い 思う ，中学生 働 ，地域を盛 上 こ 必要

思いま 。 記述し，全体 場 発表し い 。イベント 企画内容を超え ， 将

来 鬼無里 活性化 目を向 ，意欲を高 た姿 え こ 。 

 

 

 大人 見方や考え方，生 様 ふ こ ，生徒 今ま 自分たち た新しい見方や考え

方を獲得 。そし ，自分たち 活動や思い 大人 認 こ ，さ 意欲 高ま 。教師

行う事前 打ち合わせやコー ネート 苦労 ，そ 分，生徒たち 得 学び 大

い 実感し い 。また，大人 中学生 熱い思い ふ 心 動 さ こ ，

学校 地域 相互 作用した ，連携した こ さを，確 手応え し 感 い 。 

写真 ：伊藤さ 話 真剣 表情 耳

を傾 ，助言を さ 。 

生徒 学び 

写真 ：話 流 を踏まえ ，自

分 質問 さ 。 
 

写真 ：自分 獲得した学びを

発表 さ 。 

実践 手応え エビ ンス  

活用効果 アセスメン  



 

 

 

 

 

 

 

 動物 速さを比 場面 ，時間や距離をそ え 操作を通し ， 動物 速い を比 こ

。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 単元 入 ，一貫し 単元 核心 関わ フ クションを繰 返し，最初 自分 抜 出 時

自分 見方 考え方 自己更新を図 こ 深い学びを図 。 

 

単元 流れ 

 

主 学習活動 

・異学年合同 学び 

・自律した個 学び 

・遠隔合同 学び 

 

授業時数 

 速さ い 興味

や関心を  

 速さ 時間 道

関係を知 ，二

要素 分 残

一要素を求 こ

こ 分

 

 速さ 問題を解く 

速い ういうこ 考え

。動物 速さ い ，単位を

そ え 比 。 

 

自律した個 学び 

友 協働 学び 

 

 

   

速さ 道 時間 そ

求 方を考え，学びを深 。 

  

  ６ 

マイン マップ 再構成をし，見

方 考え方を確 。 

 

 

 

個 自律した見方 考え

方 深ま  

 

     

 

 

 

 

 

 

小学校 

        

√
 

 自律した個 学び  

協働 学び 質を高め  ～自律した学習者 育成～ 

実践スタイル 協働して学びを深め 授業 く  

本時 らい 

主に活用した教材・コン ン ・ICT機器等とそ らい 

教材等 

らい 

単元 入 使うマイン マップ(一枚型 ートフォ ) 

 

 

△△△△△

△

△
△
△

単元 核心 単位をそ え こ 速さを比 こ 迫 た

自己 見方 考え方を自己更新し いく ー し 使用 。 

 

△△△△△

△

△
△
△

学習者 ユニ とそ 意図 

対話し協働し 学ぶ児童たち 

大町市立 

美麻小中学校 

６年 

全国へき地教育研究大会長野大会 事例⑤ 



 

学習場面 ，個やグ ープ 課題 明確 ，さ 学びたい いう意欲的自主的 学び 様子 あ

た。 時間 授業 今日 ゴー を明確 こ ，子 たち 見通しを ，何を考え，何

を い 分 ，終 達成感 持 いた う 感 た。 

そこ ， 分 い 教え 分 う たい 知 たい 思う気持ちや願い ，自

然 出 ，友 ち 協働し 解決し いこう 追究 姿 あ た。そし ，子 たち 安

心し 学 い う 思う。 

こ ，一朝一夕 表 た く，今ま 至 年間 積 上 上 あ 言え 。９年間

を一貫し 柱 う 通し い 本校 教育システム そ を理解し ，授業 く を進 た先生

方 業績 言え 。毎年，新任 先生方を迎え， 年 学校 更新さ ，学校 ガイ ライ

ン(教育 道し ) ，ぶ そし 大 さ た表 言え 。 

６年生 姿 ， 自分 追究したこ を言え い子 ， 〇〇した 何を聞 たい

優しく聴く友 ち 姿 あ た。協働 学び，そ 中 思いや 心 育 い 感

た。 

い い 思考 子 い ，教師 個 個を 役割を こ 努 た。板書を工夫し ， 位

生 視覚的支援を図 た ，ノート 実物投影や電子黒

板，タ ット ー を使 ，見せ合え 支援

必要 感 い 。 

環境 構成場面 ，机 並び ，黒板向 く，

対話しや い う 向い合せ し い 。グ ープ 対

話 く，自然 立ち上 ，他グ ープ

こ 聴 行くこ 保障し，思考 活性化を図

い 。   

こ う 支援 有効 働 ，児童生徒 深い学び 向

い えたい。 

 

 

 

評価 観点 マイン マップ 可視化さ た 速さ 見方 考え方を え 。 

具体的変容 
漠然 し いた 速さ 基準 単位 あ ，そ こ 速い 遅い

比較 こ へ 理解 深ま 姿 見 た。 

 

 

速い こ 速さ 違い い ，比 こ を通し 確認 た。 

ート あた 何秒， 秒(単位時間)あた 何 ート 単位をそ え こ ，比 良さを

実感 た。 

単位 核心 単位 問い(学習問題)を設定したこ ， わ 自分 考え う

変わ た ， う学び 深ま た を自覚 こ た。 

児童生徒 学び 協働 学びに せて  

活用効果 アセスメン  

実践 手応え エビ ンス  



 

 

 

 

 

 

 

 

 土真 中 ォーク 地元 人 来 うた 私たち両小野中学校生徒会 何を 考え 場面

，取 組 や さ 地元 人 来 く 可能性 両面 ，実行 そう 活動を検討 こ を

通し ，互い 意見を尊重しあい グ ープ内 合意形成 こ 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 朝 生徒集会 グ ープ 話し合う時間 ，話し合い 活発 いグ ープ あ 。 

  グ ープ別 話合い うまく話 進ま い。 

  意見 出し くい。 

 

  小学校 教科書 小学 ６年生 を参考 し う。 

  話し合い テーマ ，話合い 目指 姿 明確 したほう いい 。 

  意見を出し うた 質問を用意したほう いい 。 

  問い返し 質問 用意したほう いい 。 

  

 

 ○ こ ま 夢プ クト 様子をふ え う  

   油 清掃    22日   記念樹     10日  

   小野宿     26日   青春プ イ ック ６ 15日    

  ○ 両小野中学校 生徒会 目指 地域貢献 う ？  

    生徒 決 出した両小野中学校 目指 地域貢献 

 地域を盛 上 活性化させ感謝を伝え 活動  

  次 予定し い 夢プ クト 土真 中 ォーク こ 集会を生 た ， 

     土真 中 ォークを企画し い 人たち 思いを聞い たい 。 理事会  

 こ ま 生徒集会 話し合いを振 返 ， こ 困 い 出し合 う 

話合い や や いマニュア を作 う 

主に活用した教材・コン ン ・ICT機器等とそ らい 

教材等 

らい 

断軸 

期間的 短いた 地元 人 来 うた

事を い 視覚的 考え  

 

△△△△△

△

△
△
△

学習者 ユニ とそ 意図 

 生徒集会 地域貢献を見 返そう  

 
生

徒

集

会

全

校

 

理

事

会 

中学校 

        

全校 

√
 

√
 

√
 

√
 

や 気 
挑戦 自信 

夢プロ ク 第 11号 

10周年記念！土真ん中 ク盛 上げ隊  

実践スタイル 異学年と 意見交換や交流・同一チ 取組 

本時 らい 

塩尻市辰野町中学校組合立 

      両小野学校 

全国へき地教育研究大会長野大会 事例⑤ 



 

 

 私たち 夢プ 植樹し い 塩嶺 森を広 う し 始ま た 。 

 参加人数 減 い 課題 。 

 実行委員 人たち ，人集 や PR 困 い 。 

 全校 話を広 ，考え う。 

  

 

  

 年生 ， 土真 中 ォーク い あま く理解し い ，理事会 プ ゼン 

  を行 う。 

 年生 昨年度 土真 中 ォーク 様子を振 返 た方 いい 。 

 う うを使 ネット 宣伝 い 。 

 小野宿市 う ，駅前 ットテ ッシュを配 た う ？塩尻駅 人  

  少 い 松本駅 宣伝したい 。 

 

 

 

ガ を書く いい い 。 

辰野町 有線 流そう 。 

SNS 来 く そう 。 

次 生徒集会 方法 楽し 。 

 

 

 

 

 

 

生徒集会 解決 向 話し合い   
土真 中 ォークを盛 上 活性化させ た 私たち両小野中学校生徒会 何を  

生徒集会    解決方法 決定  
土真 中 ォークを盛 上 活性化させ た 私たち両小野中学校生徒会 何を  

生徒集会 決 たこ 実践 決 たこ 実践  10 17 日～10 25日  

 夢プ クト第 11  
 10周年記念！土真 中 ォーク盛 上 隊     10 26日  

 理事会   生徒会引継 向 た今年度 夢プ クト 振 返 集会 計画  

 生徒集会６   今年度 夢プ クト 振 返  

生徒集会   問題 発見 確認，議題 設定  

夢プ クト第 11  10周年記念！土真 中 ォーク盛 上 隊 い  

 

生徒集会 解決 向 話し合い   
地元 人 来 うた 方法をさ 考え う！  

生

徒

集

会

全

校

 

  理事会 土真 中 ォーク 実行委員会 話を聞く  

 理

事

会 

理
事
会 

有
志 

全
校 



     

 

 

 

 

こ 単元 最初 ，グ ープ 話し合い活動 活発 困 た生徒たち ，話し合い

際 困 た 助 欲しい 考え，自 話合いマニュア を作成した。作成 際 ，小

学校 教科書 小学 ６年生 国語 教科書を基 考え した。そ 時 ，思考 ー い 教

師側 紹 し考えをま 時や新た 考えを生 出したい時 ， 思考 ー を用い 良い

を考えた。 

生徒集会を重 こ ， 前回 ，あま 上手 会 出来 グ ープ 意見 出 た ，今回

マニュア を使い 進 た 安心し たし，グ ープ 人 前 意見を出し く た。

や 前 あま 意見 言え た 今回 意見 言えた 次回 頑張 たい。 生徒 振 返

あ た。生徒集会 形態をグ ープ 活動を意図的 多く こ ，グ ープ 会者

育成 グ ープ内 生徒 表現力 向上 繋 た。 

本時 ，話合いマニュア を用い こ く自分 力 会を 生徒 姿 あ た。また，グ

ープ 話合い 意見を活発 出せ う たた ，話 脱線しそう グ ープ あ た

会 ち 本来 目的や話合い テーマ 立ち返 せ 姿 あ た。 

 

 

評価 観点 地域や社会 課題を見出し，具体的 対策を考え，実践し，地域や社会 参画

う こ 。 

具体的変容 
自分 意見を他者 伝えた ，他者 意見を聞いた し ，地域貢献 い 話合

いを通し 納得し 決 た を振 返 記述 評価 。 

 

 

 

 日本土真 中 ォーク 向 ，招待状を作 自分達 来 ほしい人 送 た。日本土真

中 ォーク 向 集会を行うこ ，生徒達 地域 行事を自分たち こ し 捉え，こ 両小

野を PR た ，日本土真 中 ォーク 多く 人 来 うた 話合いを重 ，日本土真 中

ォークを楽し し い 生徒 多くいた。さ ，総合的 学習 時間 絡 うした 当日参加し

生徒 学び 

生徒集会 地域貢献を見 返

そう 様子 

生徒集会 土真 中 ォークを盛

上 活性化させ た 私たち両

小野中学校生徒会 何を

様子 

日本土真 中 ォーク当日 様子 

活用効果 アセスメン  

実践 手応え エビ ンス  



く 人 楽し 本気 追究し，挑戦 姿 あ た。例年，参加者 300 名程度 た日本土

真 中 ォーク ，今年 400名 参加 あ た。当日申込 参加 数 40名弱 あ た。参加者

増加 日本土真 中 ォークま 実践 ，生徒 自信 た。また，今回 反省点 考え

し次へ 創意工夫を見せ ，や 気を表し い 生徒 姿 あ 。 



 

 

 

 

 

 

 

 

  た 里 頑張 い 方々 い 調 た子 たち ，自分たち 調 たこ を  

直接取材した ，仕事を体験した こ を通し ，そ 生 方や思い 寄 添うこ 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  た 里 活躍さ い 方々 活動やた 里へ 思いを聞いた 考えた 場面を設 ， 

た 里 現状 い い い 角度 気付 う 。さ ，こ ま 学習したこ  

加え，新た た 里へ 思い 気付 う したい。そし ，た 里 方々 共通し  

持 い 思いを考え こ ，自己 生 方 い 考え いく機会 。 

 

 

単元 流れ 

 

主 学習活動 

・異学年合同 学び 

・自律した個 学び 

・遠隔合同 学び 

 

授業時数 

現在 た 里

い 考え，話を聞 た

い人 取材した ，体

験した こ を通

し ，自分 地域 た

こ を考え

。 

た 里 対 自分 思い

や，家族 考え を聞く。 

自律した個 学び 

 

現在た 里 活躍さ い

方々 話を聞く。 
 

グ ープ 取材した ，甘酒

造 を体験した し ，わ た

こ や感 たこ を整理し ま

。 

 

クラス 紹 し合い，再度活動へ

思い を 聞 し ，自分

地域 関わ い 考え 。 

 

小学校 

        

６年 

√
 

√
 

√
 

√
 

異学年合同 学び 遠隔合同 学び 

地域を追究してふ さとについて学ぼう 

実践スタイル 

本時 らい 

主に活用した教材・コン ン ・ICT機器等とそ らい 

教材等 

らい 

ボランテ アさ へ 取材 場 

取材内容をま た紙   個人フ イ 今ま 記録  

 

△△△△△

△

△
△
△

グ ープ ，自分たち 興味を持 た方 い 調 う した。 

取材内容 発表 際，自分 考えや思いを記録し振 返 こ う した。 

 

△△△△△

△

△
△
△

学習者 ユニ とそ 意図 

辰野町塩尻市小学校組合立 

両小野小学校 

全国へき地教育研究大会長野大会 事例⑥ 



 

 
 

 

 

学期 学習 ま し ，た 里 昔 い 地域を巡 た ，地域 歴史 詳しいボラン

テ アさ 質問をした し 調 ，ま たこ を パンフ ットを作 た。Ａ児 ，そ パン

フ ットを使 た 里を 知 いたい。 た 里 来 ほしい。 ，地域

内外 自分たち 学習したこ を発信したい いう願いを持 た。 

学期 ，地域 歴史学習 継続し ，地域 現在 様子を意欲的 考え こ た。

子 たち ，地域 良さを再発見し， た 里 を愛 気持ちを高 ，さ 地域 貢献したい

いう思いを持 こ た。Ａ児 ，授業後 感想 大人 小野 離 ，小野

いたい。 語 た。今地域 活躍 方々 話 ，未来 自己 生 方を見 姿 見 た。 

 

 

 

評価 観点 今地域 た 頑張 い 人 思いを知 ，自分 地域 関わ い 考え 。 

具体的変容 
子 たち ，今地域 た 頑張 い 方々 話を聞 ，自 取材し，甘酒を造

そ を 客さ 振 舞うこ を体験した。そ を通し ，地域 方々 ふ

さ を大事 し ，次 世代 う いう思いや， 自分 仕事 地域 人

喜 く い いうや いを感 こ た。地域社会

生 い 自分 いう を認識し，自分たち 今地域 た こ 何 ，

考えを深 こ た。 

 

 

 

 た 学習 こ ま 地域 い 学習し たこ ６年間 ま し ，たくさ

人々 自分たち 地域 た 活動さ い いうこ を知 こ た。そ 方々 思い

い 触 ，考え こ ，自分 今 地域 た こ 考え い機会

た。実際 持 た自分たち 思いを， う行動 移し いくこ 今後 課題 あ 。 

児童生徒 学び 自律した個 学びに せて  

活用効果 アセスメン  

実践 手応え エビ ンス  

写真 ：地域 方 グ ープ

取材をし う。 

写真 ：昨年育 た 米 作

た甘酒 し。 
写真 ：取材したこ を発表

し，聞 合 う。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 楽しくコ ュニ ーションを た フ ー ショッ ング ーム を 場面 ，店員 客

立場を明確 し 役割 応 表現した ， トーク 良い例 悪い例を示し 良いコ ュニ

ーション 方法を考えた こ を通し ，二往復以上 や 取 を 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子 たち 充実したコ ュニ ーション活動を こ う ，子 願い を

自分 フ ー パフ を作 いう Unit Goal を設定し，食材や “What do you want？” 
言い方 Chant や ームを行い 慣 親し 上 フ ー ショッ ング ーム を行う。 

 

単元 流れ 

 

主 学習活動 

・異学年合同 学び 

・自律した個 学び 

・遠隔合同 学び 

 

授業時数 

１ 願いを Unit 

Goal を明確 。 

 What do you want? 

慣 親し 。 

 パフ

を作 。 

 互い パフ を

発表し合う。 

・Lesson Goal 繋 ﾓ  

を視聴し イ ー を持 。 

自律した個 学び  

Chant し “What do you want
～？ I want ～. ” を行う。 

自律した個 学び  

売 手,買い手 分 ，英語

ﾑを行う。 

自律した個 学び  

作 たパフ を発表し合い，学

習 ま を 。 

自律した個 学び  

 

 

 

 

 
 

写真

 

 

写真

 

 

写真

HRT ALT  
トーク 

小学校 

        

 
 

Let’s Chant で “What do 
you want～? ” 慣 親し  

 
 

 
 

 
 

異学年合同 学び 自律した個 学び 

売 手 買い手 分  
英語 や し  
果物 売 買いを  

遠隔合同 学び 

子 も 願い をもとにした外国語活動 

実践スタイル 願い をもとに，児童が充実したコミ ニケ シ ンを図 外国語活動 

本時 らい 

主に活用した教材・コン ン ・ICT機器等とそ らい 

教材等 

らい 

教科書 Let’s Try 2 タ 教材  Let’s Chant  What do you want？  

英単語(果物)フラッシュカー  果物カー 模擬硬貨 ワークシート  

 

△△△△△

△

△
△
△

What do you want？ 言い方 慣 親し  果物 英単語 慣 親し  

本当 場面をイ ー し や 取 を行う  学びを積 重   

 

△△△△△

△

△
△
△

学習者 ユニ とそ 意図 

北相木村立 

北相木小学校 
４年 

全国へき地教育研究大会長野大会 事例  



 

 

“Let’s make original parfait～！ 声を ，子 たち イ ～イ！ 反応を 。毎時間う

しそう 反応 ， 自分 パフ を作 いう Unit Goal を子 たち 心 楽し し

い 。本時 そ た 買い物を 時間。自分 パフ を作 た ，フ ー を買い物

時間 。 

，HRT ALT 買い物 ンスト ーションを行 た。内容 パターン。 ま そう 買う例

楽しそう 買う例 。Bad point Good point を子 聞く 楽しそう い。 目を見 い い。

本時 向 た課題 出 た。そし ，今日 買い物 ，Loud & Clear Try & Enjoy/Eye 

contact/Listen 気を い たい 考え こ た。そ 後， Let’s do a shopping～！ 声 元

気 く反応した子 たち ，思い思い フ ー を買い 行 た。 

Ｊ児 ，い 元気 緊張し しまう うまく話 こ いこ あ 子 あ 。店員役 友

ち 前 緊張し，うまく言い出せ 戸惑 い ，周 子 そ やさしく声を 。そ 声 そ

。 う しそう 反応 ，安心し 買い物を楽し い た。 

Ｔ児 ，自分 考えたパフ 強い思いを いた。買 たフ ー カー を本物 う 扱い，

自分 シート 貼 いた。 俺 ーパフ 。 うち 完成 。 う しそう 次 買い物 向

行 た。 

 回目 買い物 終わ た時，児童を指名し ，参考 児童 や 取 Demonstration を行 た。

子 たち や Demonstration 新鮮 あ ，周 子 声 し い 。 Reaction

しい ，自分 外国語表現をさ くし いくた 課題 こ た。 

 回目 買い物 終わ ，Reflection を書い い 時，Ｒ児 次 発表 楽し ～。 ぶやい いた。

自分 パフ を作 いう単元を通した目標 し 据わ いたこ 現 い う

。子 たち 願い を 単元を構成したこ ，子 たち 意欲 最後ま 継続し いく，そ

こ を学 せ た授業 あ た。   

 

 

 

子 たち 願い 沿 た題材設定 たこ 子 たち 活動意欲 高ま ，子

あ や学習活動，Toこぐと’s Goぐせ / Toこぐと’s Poじnっ を児童 一緒 考えた。 

対話内容を Chant や ームを繰 返し慣 親し こ ，一人一人 子 自信を

表現 こ う ，英語 コ ュニ ーション活動 充実した た。 

評価 観点 Listen/Loud & Clear/Try & Enjoy/Eye contact 気を ，二往復以上 や

を こ た 。 

具体的変容 
フ ー カー や 金 模型を使い買い手 売 手 分 たショッ ング ームを

行 たこ ，Today’s Point Listen/Loud & Clear/Try & Enjoy/Eye contact を意

識したこ ，買い手 自分 欲しい を い い 伝え う し，売 手

注文内容を正確 聞 取 う こ ，二往復以上 や 取 を楽し 行

うこ た。 

活用効果 アセスメン  

児童生徒 学び 願い をもとにした学習におけ 子 もたち 学びに せて  

実践 手応え エビ ンス  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 北相木 好 こ や欲しい 等 い 考えを た子 たち ，考えを語 合う Group Talk 場面

，教師 児童 行う Demonstration 活動 見通しを ち，友 や 取 良さを共有し 繰 返し

Group Talk を こ を通し ，相手 伝わ い 確認し 話した Reaction を示し 聞いた 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 方向 生 たコ ュニ ーション活動 う ，子 願い を 夢 北相木マッ

プを作 いう Unit Goal を設定し，好 あ ， い 欲しい等 表現 Chant で慣 親し ，

Reaction や質問 仕方 い 確認し ，北相木村 い 英語 Group Talk を行う。 

 

単元 流れ 

 

主 学習活動 

・異学年合同 学び 

・自律した個 学び 

・遠隔合同 学び 

 

授業時数 

１ 願いを Unit 

Goal を明確 。 

 好 ,あ / い，欲

しい等 表現 慣

親し 。 

 北相木 好

こ ,欲しい を

伝え合う。 

 夢 北相木マップ

を く 伝え合う。 

・Lesson Goal 繋 ﾓ  

を視聴し イ ー を持 。 

自律した個 学び  

Chant,英語 ュー What 

do you like？を行う。 

Reaction や質問 い 。 

自律した個 学び  

北相木村 い 英語 Group 

Talk を行う。 

自律した個 学び  

夢 北相木マップを く 上 ，

学習 ま を 。 

自律した個 学び  

 

 

 

小学校 

        

６年 

    

異学年合同 学び 自律した個 学び 遠隔合同 学び 

子 も 願い をもとにした外国語活動 

実践スタイル 願い をもとに，児童が充実したコミ ニケ シ ンを図 外国語学習 

本時 らい 

主に活用した教材・コン ン ・ICT機器等とそ らい 

写真

教材等 

らい 

教科書 We Can 2  タ 教材  １ごっ’s （しぐnっ  What do you like？  

北相木村 拡大地図 ワークシート 

 

△△△△△

△

△
△
△

What do you like？ 言い方 慣 親し  

イ ー を広 コ ュニ ーションを行う  学びを積 重  

 

△△△△△

△

△
△
△

 

 

写真

学習者 ユニ とそ 意図 

 

 

写真

教師 児童  
Demonstration 

全国へき地教育研究大会長野大会 事例  

夢 北相木マップ を 
作 た Group Talk 

北相木村立 

北相木小学校 

授業 Small Talk 
家 欲しい ？  



 

 

 英語 日常会話 う こ う たい ６年生 学期 子 たち 出たこ 願い

を実現 く，毎時間 授業 冒頭や英語 ュー 中 talk 時間を数多く入 ，英語 伝え合うこ

へ 抵抗を減 し た。本時 ま Small Talk し What do you want in your house？をテーマ 教

師対教師 talk を視聴させ，そ 後教師対児童，児童対児童 talk へ 移行した。児童対児童 talk

た瞬間，子 たち さま What do you want in your house？ 話し始 こ た。 

Today’s Point 共有 場面 ，教師対教師 bad model を見せた後，児童 願い 今日 会

話をしたい 実現 何 必要 を問うた。児童 ，話し手 し 確認し gesture を入

繰 返し ゆ く 気を付 こ ，聞 手 し 会話を ント（hint to enjoy 

talking を使 reaction を示し 気を付 出さ ，児童 言葉 Today’s Point を設定

こ た。 

イン 活動 入 前 ，対話 見通しを た ，教師 名 児童 名 demonstration を行

た。demonstration 参加した児童 ， 傍 教師 促さ まま 発話し いた ，次第 緊張

ほ 自 言葉を選 発話 う た。demonstration 参加した児童 会話 慣

場 ，見 いた児童 ，友 ち 参加したこ ，自分 し え こ 場面

た。 

イン Group Talk 回目。子 たち 戸惑い ，こ ま 使 た hint to enjoy talking

を利用し ，知 い 英単語を最大限活用し や 取 を行 いた。“ I want an animal café.” 
“ Why？” “I animal love love.” “ I like animal？ 教師  “Yes. I like animal！” ，た た しい

英語 コ ュニ ーションをし う 姿 ，本校 目指 方向 生 たコ ュニ ーション

形 見 こ た。 回目 group talk 前 ，前述 や をした児童 姿を全体 前

紹 し，そ 良さを共有 場を設 た。 ， 回目 group talk 積極的 発話 た

多く 児童 実感し，reflection そ こ を記し いた。 

 

 

評価 観点 自立した個 学びを土台 ， 方向 生 たコ ュニ ーション いた 。 

具体的変容 
こ ま 進 会話 入 いくこ く た児童 hint to enjoy talking

を利用し 会話 参加 こ いた。 質問 答え 途 しまうこ

多 た会話 う ，知 い 英語 話そう 姿や

実感 こ た reaction を 姿 増えた。 

 

 

・子 たち 願い 沿 た題材設定 たこ 子 たち 活動意欲 高ま ，子

あ や学習活動，Today’s Goal/Today’s Pointを児童 一緒 考え こ た。 

単元 対話 内容をChant や英語 ュー を繰 返し慣 親し こ ，一人一人

子 自信を 表現 こ う ， 方向 生 たコ ュニ ーション活動

見 う た。 

児童生徒 学び 経験 積み重 を大切にした学びに せて  

活用効果 アセスメン  

実践 手応え エビ ンス  



 

 

 

 

 

 

 

 

 中学生議会 発表 再質問を確 場面 ，他 班 構想を聞いた ，意見交換をした したこ

を元 ，自分たち 再質問を見返 活動を通し ， 牧を住 や い村 た ， い方

向を話し合い 再質問を作成 こ 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 議会提案を行う あた いく 班 分 構想を考えた。 学年生徒 全体 32人 あ ，16人

クラス 分 ，多様 考え方 触 機会 少 い。そこ ，学年全員 ワー カフ 方

式を取 入 ，そ 個人 考え方や意見を出し合い，短時間 共有 う 設定した。 

単元 流れ 主 学習活動 異学年合同 学び 

自律した個 学び 

遠隔合同 学び 

授業時数 

 提言案を考え  調査を行い，提言案を作成。 

提言案を友 伝え合う。 

自律した個 学び 

 

 

 提言案を見直し，伝

え う 

友 意見交換を ，再度

提言案を見直 。 

提言 た 情報収集を行う。 

 

提言を作成し，村 提出 。 

村 回答をふまえ ，再質問を

検討 。 

ま た資料や提言案を友 伝

え合う。 

中学生議会 提案を行う。 

６ 

 振 返 ，ま  地域社会 一員 し 生 方

を見 。 

 

主に活用した教材・コン ン ・ICT機器等とそ らい 

教材等 

らい 

中学校 

        

ワー カフ 方式 学習形態  

付箋 青，赤，黄 ， ワイトボー  

 

△△△△△

△

△
△
△

少人数 前 発言しや く，また相手 距離 近く，話を聞い いや

い環境 た ，自分 思 た意見を言いや い。また付箋を使用 こ 賛成

，ア イス あ 手 わ や い。 

 

△△△△△

△

△
△
△

学習者 ユニ とそ 意図 

√
 

√
 

√
 

√
 

異学年合同 学び 自立した個 学び 遠隔合同 学び 

地域 特色を生かした総合的 学習 時間 

実践スタイル ふ さと 牧について考え，中学生議会にて提案を行う 

本時 らい 

牧村立 

牧中学校 
３年 

全国へき地教育研究大会長野大会 事例⑩ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年間 総合的 学習 時間 集大成 し ， 牧村 村当局 村議会議員 向 提案 いう

相手意識を ワー カフ 方式 本時授業を行 た。 こ 牧村 未来 いうテーマ

，村 産業 い 質問を考えた班 ，中学生 村 パンフ ット 作成 い 提案

した。提案 スマ を活用したスタンプラ ーや季節毎 ラ ー 提案，特 景品 スタンプ ザ

イン 具体的 内容 い ，そ 他 班 視点 意見交流 た。 

元 班 戻 ，意見 再検討を 場面 ，農産物や酪農製品 売 上 貢献 い

いう他 班 意見書 ，取 入 う 話合いや，自然環境を活 した観光開発 い

う いう意見書 ， コ ー ム 考え方 参考 い 議論 姿 見

た。 

振 返 場面 ， 自分 班 考え以外 ，他 班 重 こ や，他 班 考え 取 入

修正し く い いこ あ こ わ た いう意見や， 自分 班 こ く，

他 班 意見 取 入 ，色々 人 住 や い村 う 提言案 仕上 い たい

いう， 良い方向性を考え いこう 姿 あ た。 

 

 

評価 観点 他 班 意見を聞いた ，意見交換をした したこ を基 ，自分たち 意見 再質

問書 を見直 活動を取 入 たこ ， 住 や い村 た ，様々

視点 物事を考え，多く 人 立場 立ち， い方向性を考え いく必要 あ

こ 気 くこ た 。 

具体的変容 
友 意見を たこ ，違う視点 自分たち 意見 再質問 を見直 こ

た。 

 

 

 

地域 特色を生 した総合的 学習 時間 し ， 年間 を意識した単元を展開した。村

発信し いく いうゴー を設定し， 年生 学習し たこ ，ふ さ 親し を ち，誇

を 語 姿 表 いた。同時 ，少子高齢化や過疎化 い た地域 諸問題 向 合い，地

域 一員 し 村 将来を考え こ た。 

 

写真

 

写真

 

写真

写真 ： 学年合同 議会 向

た事前学習 様子。 9  
写真 ：再質問を考え いく場面

意見交換 様子。 本時  
写真 ：中学生議会 ， 住 や

い村 く い

提言を行う様子。 10  

児童生徒 学び 牧中学校３年生 学びに せて  

活用効果 アセスメン  

実践 手応え エビ ンス  



 

 

 

 

 

 

 

 

桁 たし算 算 方法を学 子 たち ，手良小学校 年生 ，自分たち 考えた穴

埋 問題を出し合い，考えた過程を発表し合うこ を通し ， 位数 み 位数 筆算 穴埋 問

題を解く方法を理解 こ 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

交流先 あ ，同 中学校区 手良小学校 年生 ，12 人 手良小学校 中 少人数 クラス

あ 。こ ま 時間目休 互い 近況を報告し合 た ，図工 く た作品を紹 し合

た 活動を行 ，今後 ，同 課題 図工 作品を く ，発表し合う場面や，国語

同 課題 を共有し合う場面を考え い 。 

今回 算数 学習 ，そ 学校 ，く 上 あ たし算，く あ 算 計

算 学習を進 たうえ ，単元 終 段階 二校合同 学習場面を設定 。特 本時 ，□を

用いた穴埋 計算を扱う。高度 学習内容 た ，問題 解くこ 難しい 出 く

。クラス 仲間 ま ま ，協力し合 問題解決 取 組 姿を期待 ，手良小学校

子 たち 学習を進 中 ，さ 多様 考え 触 た ，自分 考えを堂々 相手 伝えた

こ を通し ，人 関わ を広 た 深 た 力をさ 育 い たい。 

 

単元 流れ 

 

主 学習活動 単元終 段階  

・異学年合同 学び 

・自律した個 学び 

・遠隔合同 学び 

 

授業時数 

既習 位数

加減 筆算 仕組

を用い ，く 上

やく

回あ 場合

加減 筆算 仕方

全 12 時間中第 9時  

筆算 穴埋 問題 挑戦 。 

 

自律した個 学び 

→□ 数 や 穴

埋 問題を，く 上

く 気を

解くこ 。 

 

全 12 時間中第 10時  

相手校 解い いたい筆算

穴埋 問題を考え 。 

自律した個 学び 

→穴埋 問題を く ，そ

既習 範 計算

 

小学校 

        

２年 

√
 

√
 

√
 

√
 

異学年合同 学び 自律した個 学び 遠隔合同 学び 

算数 授業 他校と交流し う 

実践スタイル 交流活動 発展として 教科 算数 におけ 遠隔合同 学び 

本時 らい 

主に活用した教材・コン ン ・ICT機器等とそ らい 

教材等 

らい 

ワークシート，電子黒板，iPad，ＴＶ会議システム Zoom  

映像 音声 情報 交換 共有 場面を設定し，普段 交流先 あ

手良小学校 子 たち 問題を出し合 た ，考えた過程を発表し合 た させ

こ ，自分 考えを意欲的 相手 伝え こ う 。 

学習者 ユニ とそ 意図 

伊那市立 

新山小学校 

全国へき地教育研究大会長野大会 事例⑪ 



を，児童自身 見い

せ う 。 

さ そ 発展

し ， 位数

位数 百

位 く

い筆算を扱い，

計算を確実

し いく。 

自分たち 解い いく中 ，問

題 解 方をま 。 

う を確

。 

全 12 時間中第 11時  

く た穴埋 問題を相手校 出

し合い，問題 解 方や考え方を

共有 。 

遠隔合同 学び 

→穴埋 問題を正しく計算

し，そ 理由を説明 こ

。 

 

全 12 時間中第 12時  

学習内容をふ え ，学 こ

を自分 ま 。 

自立した個 学び 

→学習内容をふ え ，

学 こ を自分

ま こ 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

普段 TV交流し いた上，遠隔授業 3 回目 ，最初 打ち解 た様子 授業 進 。自

分 作 た問題を相手 学校 友 ち 解い く いうこ ，興味を 解く様子を見 ，

学習意欲 高ま を感 た。計算方法 共有 ，難しい問題 対し ，相手校 児童 繰

をした後 数字を先 考え いう，本校児童 発表した計算方法を参考 し 問題を解いたこ を

発表した。本校 一 位 順 考え ，明文化し い い部分を意識 た いう声 上

た。学校 学級 ，注目 点や注意 点 異 く た ，そ 部分を 互い 共有

たこ ，子 たち 考え 広 た。何度 計算練習を 身 付 い，考

え方 質を上 時間 た う 思う。 

 

 

 

協力し合 問題解決 取 組 ，相手校 子 たち 学習を進 中 ，多様 考え方 触

た ，自分 考えを堂々 相手 伝えた 場面 多く たこ ，こ う 取組 ，人

関わ を広 た 深 た 力を育 上 有効 あ いえ 。 

評価 観点 本時 共同追究 場面 ，各校 ま を共有し， 確 ま を く い

う こ ，遠隔交流を 良さ た 。 

具体的変容 

ＴＶ会議システム  Zoom を活用 こ ，相手側 問題 解 方 学 ，

自分たち 思 たこ を伝えあ た し ，新た 視点 確 ま を作

いくこ た。 

写真 ：相手校 出さ た問題

を本校児童 解い い

。 

写真 ：本校児童 作 た問題を

相手校児童 解い い

様子を見 い 。 

写真 ：そ 問題を解 合

た後 ，そ 方法や考え方

を共有し合 い 。 

   

児童生徒 学び 

活用効果 アセスメン  

実践 手応え エビ ンス  



 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 年生 名， 年生 名 複式学級 日々生活をし い 。小規模特認校 関係 児童 転出入を考

慮し，算数科 い 日常的 複式学年別指 取 組 い 。 

年生 年生 学習 姿をい 間近 見 い た ，複式学年別学習 流 慣 こ

た。また，学習ガイ を 学習 ー ー 進 いくた ，自分たち 学習を進 いく

意識 強く， う 問題を解決 を意欲的 考え い 。さ ，自分 考えを友 ち 伝

え た 表現 仕方や書 方を工夫 こ を通し ，学び合い 中 話 力や聞く力 高ま 見

。また， 年生 年生 姿 自分たち 課題を考えた ，振 返 年生 学習を再確

認した ，互い 良い刺激 い 。 

 

 

年：被加数 以 たし算 方法を考え 場面 ，10 ま ま を く 計算 こ を通し ，

加数 被加数 ち を分解し 計算 こ 気 く。 

年： 算 意味を理解し， ， ， ， 段 算を構成し，九九を唱えた ，そ を適用し 

た 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 年＞ 

単元 流れ 

 

主 学習活動 

・異学年合同 学び 

・自律した個 学び 

 

授業時数 

 く 上 あ たし

算 仕方を考え  

 

10 ま ま を く こ く 上

あ たし算 簡単 こ

気付く。 

・異学年合同 学び 

・自律した個 学び 

 

６ 

 たし算 計算練習 たし算カー やタ ットを使 計

算 練習を 。 

・自律した個 学び 

 

 

＜２年＞ 

単元 流れ 

 

主 学習活動 

・異学年合同 学び 

・自律した個 学び 

 

授業時数 

 算 式 い 理

解  

 

何 いく 分 を考え， 算 意

味や式 書 方を知 。 

倍 意味 算 い 知 。 

・異学年合同 学び 

・自律した個 学び 

 

 

 算 九九 ， ， ， 段 九九を構成 。 

九九を使 問題を解く。 

算 問題を く 。 

・異学年合同 学び 

・自律した個 学び 
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小学校 

        

異学年合同 学び 自律した個 学び 遠隔合同 学び 

1年算数科 たし ん ２  

2年算数科 かけ ん  

実践スタイル 複式学年別学習 

学習者 ユニ とそ 意図 

単元 らい 

教材等 

らい 

フラッシュカー  学習ガイ  学び合いカー  ントカー   

計算カー  

短冊カー  タイマー タ ット eライ ラ ア ンス  

 

△△△△△

△

△

教師 別 学年 直接指 をし い 子 自分たち 学習を進

こ 。また ントカー ま あ 児童 対し 即 手立

を え こ 。 

飯田市立 

上村小学校 

主に活用した教材・コン ン ・ICT機器等とそ らい 

年 

全国へき地教育研究大会長野大会 事例⑫ 



 

   
 

 

 

 

 

1年Ａ児 本単元 10 ま ま を く 10 〇 形 い 意見 出た ，

ういうこ 全くわ いた。学び合い 中 友 ち 数図 ックを使 た説明を聞く ，

～ ？ こ 〇〇さ 似 い 理解を深 様子 見 た。し し，い 自分 さ

く 計算 取 掛 ，手 止ま しま た。 こ こ 教師 ントを参考 学習し，

時間 自分 力 計算 う 迎えた全国へ 地教育研究大会。被加数を分解し

10 ま ま を く 計算 こ を学習 本時 た ，教師 予想 裏腹 Ａ児

数え足し 答えを求 た。大勢 参観者 観 い こ あ た ，今 自分 力 確実 答

えを出せ 方法を選 。し し学び合い 中 小さい数を分解し 計算した 児 や 方を

わ や い 話し，８ ち を分解 や や い 考え 場面 こ ち

いい 発言した。  

Ａ児 当初，学び合い 場面 何を話し いい わ いた。し し， 年生 隣 学習し

い 様子を参考 した ，学び合いカー を活用し 学習した し たこ ，Ａ児 学び

合い 場 安心し 説明した 質問した 場 た。本単元後半 ，学び合い 友

ち 説明を聞いた ，自分 説明した 中 自信を たＡ児 ，自分 力 さく 計算

う た。 

 

年 C 児 入学当初 学年 名 た。単式 学習 際 複式 進 方を練習し，学び合い

教師 出 ャラクター 学び合い た。こ 学年 今年度 名 ，友 学び合いを毎

日楽し し い 。 

C児 年時 隣 年生 現 年生 九九を唱え を聞 ，自 教室 掲示し あ 九九

表を見 唱え いた ， 九九を覚え こ た。し し， 算 意味を十分 理

解し いたわ い ， 算 意味を学習した際 そういうこ 嬉しそう 様子

見 た。 

全国へ 地教育研究大会 ，基準量 後 示さ た問題文 式を考え こ ， 算 意味

理解を深 た。 予想 ， 人 問題文 出 く 数 順番通 × 立式した。

一人学び 考え 図 描 方 戸惑 いた × 改 た。学び合い ， 

他 人 × 考え，意見 分 た。C児 う 説明 い わ ，話し

合い 止ま しま た 教師 何個 いく 分 考え う 助言 ， 人  

× いう式を くこ た。理解を深 た ， う一問 人 問題を解いた。 ，

cm 本分 × 。 理由を明 し 説明 こ た。 一人学び

考え 自信 持 いた C児 た ，学び合い 中 自分 考えを確 こ た。 

 

複式学年別学習の様子 れ れの学年のよさを共有し、

学びに生 す 
一人一人 意欲的に問題を解決し

ようと取り組む 

児童生徒 学び 全国へき地教育研究大会 姿から  



 

   

 

評価 観点 学習 ー ーを中心 学習を進 ，学び合い 中 友 関わ 自身 見方 考

え方を深 こ 。 

具体的変容 
年生：複式学年別学習 学習 流 パターン化さ い た ，次 何を

見通しを 進 ， 一人学び 必要 道具 自分 机上

持 使うこ い 児 字を書くこ 苦手 ，学習を

進 た ，そし 学び合い 自分 考えを伝え た ，一生懸命ノート

書く姿 見 た。 児 学び合い 中 友 ち 考えを聴 ，自分

説明 う た 集中し 耳を傾 姿 見 た。 

年生： 生 転入時 算数 苦手意識を持 ， 一人学び 安を感

い た ， いネガテ 発言をし しまうこ あ 。し し，

人 問題を考え 場面 自由 発言 質問 た ，自分 考えを

堂々 伝え う た。 生 自分 いこ 大 安を

感 ，泣 出し しまうこ あ ，友 学び合い 中 ， 間違え

い 考え い 前向 え，気持ちを 替え

う た。 

 

 

 

年生 昨年度 複式学年別指 を始 ，今 学習ガイ 沿 進 いくこ 当た 前

う う た。当初 年生 難しい いう思い あ た ，自分たち 進

いく学習 子 たち 楽しい う ，非常 意欲的 取 組 い 。また異学年合同

学び し 利点 あ 。例え 授業 最後 ，互い 振 返 を聴く場面を適宜 く こ ，

年生 年生 話し方を聞 ， 話し方を い を学 い 。また，直接関わ い

わ い ，隣 学習 年生 様子 ，学習 姿勢を学 い 。 年生 年生 良

い姿 学習態度を見直 ，向上心を持 取 組 い 。 

複式学年別指 難点 あ ，私 課題 あ ，二 学年 学習状況を把握し いこ

あ 。自身 授業を見 ， ここ 支援 入 た ここ 子 たち 学び合わせた

た 反省点 山ほ あ 。 一人学び や学び合い 教師 出を少 くし，両学年 状況を把握

た ， こ 何を う 学 せ を明確 し，子 学習を支援 う研究を重 た

い。 

活用効果 アセスメン  

実践 手応え エビ ンス  


